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幼稚園 ・保育園における子育て支援につ いての一者察

〇五 十嵐裕子 （玉成保 育専門学校） 山下久美 （埼玉 大学 大岸院教育学研究科）

1 問題意識と目的

　1989年の
“
1．57 シ ョ ッ ク

”
以来、政府 は、人 ロ減は 日本

社会に経済的 社会的纖 を もた らす として 、1994 年 にエ ン

ゼル プラ ン 及び 緊急 5ヵ 年計画 を、ig99年 には新エ ンゼ ル

プラ ン を策定し、少子化を食い 止 め る べ く対応 して きた。し

か し少 子化 の 流糾ま変わ らず、新たな対策 として 2002 年に

少 子化対策プ ラス ワ ン を策定 し、2003年には 「次世代育成

支援に関する当面の取り組み」 が発表 さ江 更に 強化された

子育て 支援策が提案されて い る。少子化対策 プ ラス ワン に 先

立 ち、文部科学省か らは家庭教育支援懇談会に よる 「社会の

宝として 子どもを育て よ うjと題した報告書が出されてい る。

　エ ン ゼル プ ラン、新エ ン ゼル プ ラ ン が、家庭や学校 の み

で は担い きれなくな？た子 育てや子育て支援の 負担を保育所

や フ ァ ミ リーサポートセ ン ターな どの 公の 機関がどの よ うに

分けもっ てい くかとい う 「子育て の 社会化弖 を模索 した もの

で あ っ た の に対 し、少子 化対策プ ラス ワ ン、文部科学省家庭

教育支援懇談会報告は、今後の 子育て 支援を、地域を単位と

した住民の互助協同的な取り組みを中心 に展開 してい こ うと

して い るもの と して位 置づ け られ る。少子化 対策 プラス ワ ン

は従前の対策を 「子育 て と仕 事の 両立支援が 中心 で あっ た亅

とし、新たに男性を含めた働き方の 見直 し、地 城にお ける子

育て支援、社会網璋における次世代支援、子 どもの 祉会性の

向上や自立の保障 とい う柱を掲 ｝犬 具体的 に は地 位の高齢者

等 による子育て 支援、子育て支援相談員に よる子 育て支援 情

報 の 発信、小学校区単位での 子育て 支援委員会の 設置、中高

生 と赤ちゃ ん との ふれ あい の 場の 拡 充、中高生 に 次世代 の親

としての 自覚をは ぐくむための 体験 学習などが提起され て い

る。 文部科学省家庭教育支援懇談会によ る報 告書で も、家庭

の教育力の 低下を指摘 した上 で 「子 どもを社会 の 宝 として、

子 育てを社会全体で 支えてい く1 こ とを提言してい る。

　子育て支援にお けるこ の よ うなス タン ス の 変化の 背景に

は、自治体の財政状況の 厳 しさや制度疲労が ある こ とは否め

ない が、子育て 支援にか か わ る NPO 法人等力量をもっ た民

間団体が急増し、それ ら民間団体と行政 との 協働が積極的に

行 わ れるようになっ て きた こ とがあげられるが、それら民闖

団体も含め、従来地城共 同体 が も っ てい た子育て の 力が再認

識 され、近年分断 され脆弱化 して い た地域共洞体を新たに構

築 し直 し、そ こで育まれ るで あろ う 「地域力亅 に子育て支援

の
一
部を委ね てい くとい う姿勢をみ るこ とがで きる。

　上記 の よ うな子 育 て支援の ス タ ン ス の 下、官民 あわせて

全国の さま ざまな機 関 ・施設
・
団体等で f子育て支援」 事

業が展朋されて い る。しか し
一
概 に 「子 育て 支援」 とい っ て

も、それ ぞ れの 場 の 専門性 に 応 じて、そ こ に期待され る囎 1
は当然の こ となが ら異なっ て くるはずで ある。さまざまな 「子

育て支援」が多元的
・
多重的 に展開され る中で、親と子 ども

にとっ てもっ と も身近に 地域に存在す る機 関 として幼稚園
・

保育園は、またそ こ で働く保育者 はどの よ うな役割を担っ て

い くべ きなの で あろ うか ？ 保育園
・
幼稚園にお ける子育て

支援濫動の独 自性や意味につ いて考察を試みたい。

H　研究の方 法

都市部に住む母親の育児負担か ら育児支ヨ爰の あ ゆ方を探る

ために行っ た以 下の 2 つ の 調査 か ら得 られた データを 中心

に、幼稚園 ・保 育園に期待され る子育て 支援活動 の独 自性や

意味につ い て 分析 し、考察する。

＜調査 1＞

　　調査持期　2001年 9月

　　調査対象　東京都内私立幼稚園 2園の 母親 278名

　　調査方法　園を通 じて配布 ・回収

　　分析数・回収率　　136名　
・49％

　　調査項目　  子育てで大変な時期   大変だっ た時期

　　　　　　　 の 具体的内容   現在子育て で 心 配 なこ と

　　　　　　　 の 有無及びそ の 内容   幼稚 園に入 園 して

　　　　　　　 子 育て が楽になっ たか 否か及びそ の 理 由

　　　　　　　　 似 下  〜  は文章完成法）  子 どもは

　　　　　　　   私 は   子 育て   子 どもの 将来は   夫

　　　　　　　　と子 ども と   幼稚園 の 先生は   その 他

　　　　　　　　自由意見

く調査 2＞

　　調査 時期 　2002年 10月

　　調査対象　   康京都 内私 立幼稚園 1園の母 親 225名
　　　　　　   東京都内私 立保育園 3園 の 母親 183名
　　調査 方法 　 園 を通 じて配 布 ・回収

　　分析数・回収率   156名 ・69％

　　　　　　　　   111名 ・61％
　　調査項 目　   育児の 喜び 轢 し さ   育児に 関わ る時

　　　　　　　 間及び 自分 の 時間   育児に よる束縛感の

　　　　　　　 有無   育児を手伝っ て くれ る人 ・相談で

　　　　　　　　き る人の 有無   既存の 育児支援事業の 利

　　　　　　　 用 経験   育児支援は十 分足 りて い るか

　　　　　　　   通常の 保 育の 中で 幼稚 園や保育園 に望

　　　　　　　　むこ と   幼稚園や 保育園に望 む育児支援

　　　　　　　   その 他 自由意見

nl 調査結果の概要

調査結果の 概要は下記の とお りで ある。

（1）幼稚園の母親が考える乳幼児期の 子育て で 大変な時期は、
生後 3 ヶ月 までく釦 ％）と2 歳時期（30輸 に集中して い る。「現

在心配なこ とがある」は 68％で 、
「しつ け∬子 ど もの 友達関

係Jが あげ られ て い る。病気や食事等へ の 心配 は子 どもの成

長 とともに減少する。

  育児時間 の 長短と育児に よる束縛感には有意な関連が 認
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め られ る。保 育園の保護者の 23％囈束融 まない と．して い

るの に 対し、幼稚園の保 護者で 束縛感な しと してい るの は

1？％にすぎない。2歳以下の 乳幼児をもつ 幼稚園の 保護者で

は さらに 13％と低率となる。逆に 2歳以下 の乳幼児をもつ

幼稚園 の 母 親の 「束縛 感を強 く感 じる」「束縛 感 を感 じる」はあ

わせて 42％を占め、保 育園 の 無親の 22％ と大きな差がみ ら

れ る。「束縛感を強く麻じう」は保育園の母親が0％ で あるの

に 対 し、幼稚 園の 母親で は 9％と、約 10人 に 1人が 強い 束

縛感 を感 じて い る。　　
’
　

「
　　

．
　　　　

．
　　

‘←
　　　
  育児 の喜 びにつ い ては、2 歳以 下の 乳幼児 をもつ 保 育園

の 母親の M ％が「毎日育児を喜び、楽 しい と感 じて い る」と

してい る の に 対 レ、毎日育児に 喜び を感 じ られ る幼稚園 の母

親は 26％と約半分にすぎない 。「なかなか 喜び が感 じられな

い∫は、保 育園 の 母親でほ 4％に過 ぎないの に対 し、幼稚 園

の 母親 、 特 に 2歳 以下の乳 幼児 を もつ 母親では 16％にの ぼ

っ てい る。　　　　　　 ・

（4）父親が育児に非協力的で ある場合、：母親の 育児への否定

的な感博が 強ま り また母親 として の 自己評価が低くなる傾

向が見られ る。　　 ．

  幼稚園への 入園に よ り育児が楽にな っ た とい う母親は

82％にの ぼる。その 理 由は 「預け られ る」の で楽にな っ たと

する母親が 82％、「子育て 仲間が できたjが 31％であるの に

対 し、「先生に相談で き る亅は
．18％、「しつ け轍 育を して く

．

れ る」は 12％とや や低い値とな っ て い る。

（6）通常の 保育の 中で 幼稚園や保育園に望む こ とは、「子 ど

もの 気持ちの 理解1「園で の 子 どもの 様子 の 報告や連絡等」が

幼稚園め母親、保 育園の母親 ともに高率であ るが、幼稚園、
保育薗別に比較 セて み ると、幼稚 困、の母親 で 1さ

「子 どもの気

持 ちめ理解亅「乳幼児期の 子 ど もにつ い て の
一般 的知識や関わ

り方の 知識1が望まれてい るの に対 し、保育園で は「園で の 子

どもの 様子 の 報告や連絡等」「母親への 育児ア ドバ イ ス 」「母 親

の よき理解者 ・仲間」が高率と なっ て い る。
（7），幼種甲の 母親が幼稚園に望む育樺 援として は、延長保

育の時間・実施日め増加ll未就園児保育の実施、個人面談や

保護 者会時の 預か り保 育、
’
母親が病 気の 時の 送迎 サービス 等

で ある。　
’
　　　　　 L

  幼稚園、保育園 ともに 4 割前後の 母親が 「育児支援は足

りて い る」と して い る
一
方で、保育園の 母親の 16％、幼稚園

’

の 母親の 21％が 「足 りなレ

「
・
」と してい る。特に 2 歳以下の 乳

幼児をもつ 幼稚園の 鍔親 の 3 割は育児支援が不十 分である

と考 えてい る。

．

（9）育児 を手伝 っ て くれ る人、相談相羊につ い て は幼稚園、
保 育園 の 母 親とも に大差は認 め られない が、「同 じ園 に通 う

親同士 」が保育園の 母親より幼
’
稚園 の 母親で やや優位に位置

づ け られてい る。 1近所の 人」は幼稚園、 保育園ゼずれの 母親

におい て も最下位 で あっ た。、

（10）幼稚園の 母親の 8 割が、児童館の未就園児親子プ ロ グ

ラム の 利用者 である。身 近な揚 で 無料で 行われて い る こ と、
公の 機関が 実施してい る安心感が評価されて い る。
保育所や児童館で の 育児相 談につ いて は 22％の 母親 に利用

経験が ある。，「非常に参考に なp ．た」とい う意見力1ある
一
方、

「話 を聞 く人が 素人の よ うな人 でがっ か りした 」との意見もみ

．
・
られる。1企 業託垣所 やべ 戦

一
シ ッ ターにつ い て も各々 2 割の

母 親に利用経験があ る。個；erの 都合 に柔軟 に対応 して も らえ
1
る点は評価されて い るが、料金が高く、利用 には罪悪感が と

もなうとの意見もみ られ た。

IV ま とめ

　以上の 調査結果か ら、特に幼稚 園の 保護者 （専業主婦）に

お け舜子育て支援 、 親支援の 必要性力『見 られ る。
「子 育て 支

接」
』
に はk （子 ど もを）預か る支援と、相 談援助とい う形の 支

援が あると考えられ る。預か り保育につ い て はすで に私 立幼

稚園の 8 割で実施 され てい る。 政府の 待機児童ゼ ロ 作戦に

お い て、幼稚園に お け る預か り保育も保育所入所待機児童対

策 の
一
部 とレ位置づ けられた こeもあり、待機 児童 を多 く抱

えた 自治 体で は 、 行政が率先 レて 預かり保育の実施を推奨 し

て い る雌 にあ る。それに対L
’
．幼稚園は園児の 獲得競争も

か ら瓶 不本意なが ら預か り保育を実施せ ざるを得ない の が

現実で ある。∫幼稚園の 保育所化jは着実 に 進行し、資絡に っ

い て も、科目履修生制度等によ っ て、幼稚園教員免許と保育

士 資格が併有で きう機会を充実さ甘うことが考 えられて い る。
子育て支援塒 代の 蟷 であ り・1幼嬲 尉 テる家贈 地 域

の 子育て支援事業の 予算も増加 し七い るが、そ もそ も子育て

支援は幼稚 園に期待 され て きた機能で は ない
。 幼稚園を 「親

と子の 育ちの 場」「地域の 幼児教育の セ ン ター1と位置づ けて

い くの であれば、幼稚園その もの の 位置づ け と囎 ［、施設や

教員の 養成につ い て基盤か ら見直す必要が あるで あろ う。1幼
稚嗣も、子 どもの おか れた状況を出発点に、子 どもの 育ちの
た めに何が求 め ら飆 自分た ちに何がで きるの か、行政 の誘

導では な く、自身の論理で捉え直す作業が求あられ る。
　「 方保育園は 多機能佗が 隶められ、す で に子育て 家庭ぺ の

「相談及び助言」が法律的に も定め られ て い る。・しか し保護者

をと りま く、さまざまな社会資源が あ る中で、保育者が保育者

独自の 専戸引生をも？てい か にr相談僧 導
・
助言」に か かわ る

か につ い て は具体的に は 示 されて い ない。「相談・援助」とい

うとカ ウン セ リン グや心理治療が 想定される瓜 保育者はセ

ラ ピス トではない 。 保育者は 子どもの発 達保障あ専門家であ

る とい う保 育者独 自の 専門性か ら、子育て 支援を推 進 して い

くこ とが望まれ る。具体的には、親子プロ グラム の ための 環

境設定を行い、綿と子どもがそれぞれの居場所と役割がみつ

け られ るよ う、また親同士 子 ども同士の つ なが りがもて る よ
うグル ープワ

ーカ r 鞴 1を果た蛍 また子育て家庭個々 爾
必要性に応 じて情報を提供 し、フ t ・一＝e ル、イン フ ォ

∴
マ ＞V

な支援を要請 して い くとい う地域の 事情に精通 した ソ
宀

シ ャ

ル ワ r カー的役割 を担 うこ とが考え られ る。
』．
本来子育て と予

育てにかかわ る相談事は切 り離 され て存在するもの で はなし、h

し、 解決され るもの で もない。子育て（保葡 の 場で子育て 家

庭 ト の 「相 餤・助 言 ・指 導」が行 われ る意義は大きい。保育園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　t　　　　　　　　
には、入所児童 だけで なく地域の 子育て家庭とも継続的にか

か わ り、居場所を提供する、・地域に お ける子育ての 拠点とし

て の 役蠱1が期待 され るの で あ る。保育園 におけ 6．子 育て 支援

には、従来保講者の 実家や地域の 世話焼きの おばさんが果た
して きたような、子育て家庭を暖か．〈受 け入 れ る 「精神的母
性」の も とに騾 され る嘩 ではないカ〜と考裕 、
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